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　議員定数及び報酬のあり方について、幅広
く調査・検討するため、平成28年9月に設置
し、これまで４回の委員会を開催した。
　委員会においては、近隣自治体等の議員定
数や報酬額について調査を行った。今後は、
住民・団体等との意見交換を5月末より行っ
ていく予定である。

　日本原子力発電（株）東海発電所の廃止措置等で発
生する ※Ｌ３廃棄物埋設に伴う新増設計画の審査を目
的に、平成28年３月１日に設置した。
　委員会では、４月25日に埋設予定地の現地視察を
行うと共に、11月14日にはＬ３廃棄物埋設に係る有
識者より意見聴取を行った。
　また、日本原子力発電（株）より適宜、計画（変更点等）
について説明を受けている状況である。今後も、国や
茨城県の動向も注視しながら審査を継続していく。
※Ｌ３廃棄物埋設
　日本原子力発電（株）東海発電所の廃止措置等に伴う放射性
廃棄物のうち、放射能レベルの極めて低いものの埋設のこと。

　村では、東海村への愛着を高め、若い世代に居住地として選ばれるまちを目指し、「シティープロモー
ション」の取り組みを推進しており、先進地である神奈川県横須賀市（１月31日）に調査視察を行った。
　横須賀市では、人口減少が全国ワースト２位を記録し、将来への危機感を抱いたことから平成20年と
いう早い段階から、定住化促進の取り組みに着手。当初
は、住宅取得助成など直接的な支援を行ったものの、費
用対効果の点が課題があると総括。その後、人口動態の
詳細分析や住民アンケートの結果等から「まちの魅力を
発信する」というシティープロモーションへと移行した
とのことであった。
　本村のシティープロモーションはまだ始まったばかり
の施策だが、こうした一連の取り組みが若者の定住化促
進及びまちの活性化につながることを期待したいと考え
る。
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